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〔千葉医学 51，53，-，54，1975J 
〔海外だより〕 Rochesterのl¥IIayo Clinic見聞記
昨年 9月末に日本を離れ， アメリカ合衆国 Minneso・ 
ta 州 Rochesterの MayoClinicの Departmentof 
Surgical Pathologyに l年間勤務し，先日帰国しまし 
T亡。 
Rochesterは人口約 5万人の小さな田舎町で， Mayo 
Clinicを中心にした病院の町で、す。最近I.B. M.の工
場ができて， Rochesterの住人の大部分は MayoClinic 
かI.B. M.に関係した職業に就いているといわれてい
ます。 Minnesota州には山らしい山は全く無く， 小生
の住んでおりました家からは見渡す限りの平原で地平線
がみられる所です。長い冬は寒く， 昨年 12月には零下 
37度にも気温が低下しおどろきました。 
Mayo ClinIcは主に外来患者の診療を行なう Mayo 
Bui1ding，入院患者専用の MethodistHospital (約 900
ベッド)および St.Mary Hospital (約 900ベッド)， 
臨床検査室や図書室などがある Plummer Building， 
病歴やレントゲンフィノレムなどを保管する Harwick 
Building，基礎医学の Department のある Medical 
Sciences Build1ng そのほかの building から構成さ
れ，大規模な病院です。
小生は臨床部門のことについては良く知りませんが，
患者として数度診療を受けたことがあります。患者の登
録は総て通し番号で，これはどの科にでも利用できるも
ので，したがって病歴も各科共通で l人の患者は Mayo
では各科を通じて l冊の病歴しかありません。千葉大で
は同一患者が受診した科にはそれぞれ異った病歴があり
ますが，これは保管の space，労力の面から不経済では
ないかと思います。日本でも最近は appointment制を
採用している病院が多いと聞いていますが， Mayoの場
合も患者は前もって appointmentを取っておきますの
で，患者の待ち時間も少なく，医者の側では自分の予定
を立てるにも良い制度のような気がします。 Appointm-
entを取らないで受診する場合(急患など)は別の de-
partment (acute illness) があり， ここでは待たされ
る場合があります。病院に行きますと，まず看護婦が問
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診して病l援に記入し，医者はすぐ診察を始めるのが普通
です。診療が終ると投薬の処方議を受け取り，そのまま
帰宅します。薬は近所の薬局で購入し，診療費は後で郵
送で請求され，診療が終ってからいつまでも病院におる
必要はありません。診煉費は日本に比べるとかなり高価
でおどろきました。
小生のおりました MethodistHospitalの Surgical 
Pathologyには sta町の病理医が 6人， resident が7
人位， internが2人位おります。手術は毎日行なわれ，
外科系の医師は 2groupに分かれて l日おきに交代で
手術をしています。手術室は約 25室位あり， その中の 
l室は Surgica1 Pathology の仕事場となっており，
そこは手術室と直接していますので手術着に着替えない
と入室できないようになっています。 6人の病理医が交
代で，朝 7l時30分から夕方 5時まで勤務しています。
手術材料はすべてこの病理室にきますが，これを検査し
顕微鏡での診断が外科医に報告されるまでの時間は 5分
位の speedです。凍結切片を作る technician 2人， 
typist 3人 resident も含めて病理医が 3.-..， 4人で l 
group になり仕事をしでいます。凍結切片を作った残
りの肉眼標本は formalin固定され，次の日の午後には 
hematoxylin-eosinの永久標本ができ，前日手術室に勤
務した同一の病理医が鏡検して昨日の診断を確めます。
小生は肺癌症例を主にみてきましたが，研究の方は 5
年生存率も調べる関係で 1965年から 1969年の 5年間に 
Mayo Clinicで原発性肺腫療と診断され， 手術を受け
た約 750例のうち約 660例の肺癌例を検索対照にして組
織学的分類を行ない， またその予後調査などもしまし
た。その時に感じた事は，上にも書きましたが病歴が全
科を通じて一冊にまとめられていますので，非常に能率
よく患者の history を調べる事ができました。また予
後調査がゆきとどいており，小生の対照にした 750例全
例の調査が行なわれておりました。肉眼標本，組織標本
の管理が完全で， 40年以前の標本でも orderすると 20
分位の後にはそれを手にすることができます。病歴， X
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線フィ Jレムなども含めて，資料の整理はおどろく程正確
に行なわれています。 
Mayoで研究を行なう場合，まづ第一番に行なわなく
てはならないことがあります。それは一定の用紙に研究
課題，研究方法および研究 sta町など書き込み委員会に
提出することから始めます。主たる研究者は共同研究者
全員の signature をもらわなければなりません。これ
を受け取った委員会は，それらを copyして Mayoの
至る所に掲示します。掲示をみて，その研究に異議のあ
る人は委員会に申し込むようになっています。掲示 1週
間後に異議が出なければ委員会の承認が得られ研究に着
手して良いことになっていますo これは研究の重複を避
けることと originalityを尊重する意味が含まれている
と思われますq 主たる研究者，指導者，協同研究者など
は研究の始る前に決定してしまいます。
日本人医師は staffになっている人が 2名， resident 
または assistantが6名おります。この中には本学を昭
和 41年に卒業し Mayoの小児科に在籍している人もお
ります。この 8名のうち 4名は臨床に，残り 4名は基礎
系におります。臨床にいる日本人医師は症例数の多いこ
となどでかなり満足しているようです。基礎系におる日
本人医師の一部には不満をいっている人もあるようで
す。これはその当人が， 上述した研究課題や研究 staff
を委員会に提出する段階での話し合いの不足によると思
われますが，自rstauthorになれないことを不満にして
います。これは一概にはいえませんが， 研究の origin-
ality を尊重する所ですので， resident あるいは as-
sistant であっても originality がその人にあれば， 
first authorになり，そうでない場合はいくら体を動か
していてもその指導者が firstauthorになり，研究発
表の際の自rstauthor の地位は日本のそれと比較する
と大変高いもののように思われます。 
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Rochesterにおりました日本人は大きく否定型と肯定
型の人に分けられるように思われます。否定型の人は，
日本の一般生活，社会制度，大学制度，医療制度などす
べてをアメリカのそれらと比較して，日本のものを否定
するのを常としています。肯定型の人は，日本には日本
の風土習慣があり，また歴史もあると考えているようで
す。否定型の人は長い間アメリカで生活し，一応日本の
大学あるいは研究機関との直接の関係がなくなった人が
多いようです。これらの否定型の人達が日本のことに全
く無関心かといいますと，それが全く逆で，肯定型の人
よりもはるかに深く日本のことに興味を示します。肯定
型の人は日本の大学などから長期の出張の形で渡米し，
日本に帰国しでも一応は自分の地位が確保されている人
が多いようで、す。これらの型があることは小生には興味
深いことでした。 
Rochesterは田舎町ですので，人情が厚く，下町を歩
いていても全く見知らぬ人から声をかけられます。パス
などを待っていると必らずだれかが寄ってきて，どこか
ら来たのか，家族はどうしているのか，淋しくないか，
日本に帰りたくないかなど決って質問してきます。電話
番号と住所を教えてくれ。て，遊びに来るようにいってく
れます。外国人に対して非常に親切にしてくれる人が多
い所で，多くの親日家のアメリカ人と知り合いになりま
したが，無償の好意を示してくれました。九州のあるデ
ノTー トが火災になり多くの死者が出たことが Rochester
の新聞に大きく報道された時なども，多くの人が心配を
してくれたりしました。このようなこまごましたことを
数え上げるときりがありませんが，アメリカ人の親切さ
を十分に昧って帰国しました。
本学からも渡米される方が多くおりますが Rochester
に行かれることをぜひおすすめしたいと思っています。 
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